
第４回 リニア駅周辺整備デザイン会議 次第 

平成 30 年 10 月 16 日（火）午後 3時～ 

飯田市役所 第２委員会室 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 協議事項 

（１）基本設計検討等について 資料１ 

（２）デザインノートについて 資料２ 

（参考資料） 

・市民ワークショップの実施結果 参考資料１ 

・第３回リニア駅周辺整備デザイン会議における意見対応 参考資料２ 

・第３回リニア駅周辺整備デザイン会議以降の経過報告 参考資料３ 

４ その他 

今後の日程について 

・民間事業者との意見交換会の予定 参考資料４ 

・市民説明会の予定 

・第５回デザイン会議の予定 

・都市計画手続の予定 

５ 閉 会 

平成30年12月14日

リニア推進特別委員会　資料NO.2
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座光寺地域関係者

第４回リニア駅周辺整備デザイン会議　配置
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乗換新駅 (予定地 )

前回デザイン会議提示案

出典 ：長野県公式観光 HP 出典 ：飯田市教育委員会

出典 ： VOLTER 出典 ：みんなの船橋 出典 ：川崎市

デザインの考え方

基本計画の整備コンセプトの実現

０. 全体計画・コンセプト

魅力発信施設等周辺のイメージ

高架下のイメージ

南から全景

①機能的でコンパクトな駅空間

市民WS、

関係機関協議、

学識者協議を踏まえて具体化

②信州・伊那谷らしさを感じられる駅空間

③自然との調和を目指した駅空間

④地域と一体化した駅空間

・敷地のもつ地形・履歴を活かした空間（ランドスケープ ) が

駅と風景をつなぎ、地域の暮らしをつなぎ、人々をつなぎ、

現在と未来をつなぐ。

・時間の蓄積によって生まれた段丘地形や、周辺施設のスケ

ール感、周辺地域とつながる動線などを広場に取り込むこ

とによって、巨大なリニア高架構造物によって分断される

地域をつなぎ直し、新たな来訪者と地域をつなぐ場所を

つくりだす。

木格子下での活動イメージ

① 機能的でコンパクトな駅空間

② 信州・伊那谷らしさを感じられる駅空間

③ 自然との調和を目指した駅空間

④ 地域と一体化した駅空間

信州・伊那谷の個性で世界を惹きつけ、

世界へ発信する玄関口

ローカル グローバル

ゲートウェイ

- 基本構想の理念 -

- 基本計画の整備コンセプト -

【高架下と南北が一体となった広場と交通施設配置】

・高架下と一体にフラットな広場空間とし、各交通施設への

バリアフリーなアクセスが可能な空間構成とする

・高架下にインフォメーションや待合施設をおき、北口交通

広場に路線バス、高速バスなどを集約するなど、来訪者に

とって分かりやすい交通施設配置

・南口には地域の日常利用に対応した乗降、駐車スペースを

設けるなど、地域住民にとっても使いやすい交通施設配置

【県産材による木格子の大屋根と市民活動】

・信州・伊那谷の森林資源を活かし、日本の伝統技術を活かした

大屋根が森のように南北に展開し、長野県駅のシンボルとなる

・林業サイクルと連携し、持続的な更新を可能とする循環型

の施設とする

・天候バリアフリーで快適な広場空間をつくり、人形劇など

市民活動の舞台となる

・駅から出た南口は伊那山地に眺望を開き、伊那山地や里山

の風景を望む

【地域らしさを感じさせるランドスケープ】

・段丘地形を活かした空間と、周辺をつなぐフットパスにより、 敷地

の持つ地形、履歴を活かしたランドスケープとする

・国内でも有数の多様な自然を感じさせる植生や、石積みなど自然 
素材を使い、環境と調和したグリーンインフラとして整備する

・木材や再生可能エネルギーなど、地域資源の循環によるゼロエミッ

ションの駅を目指す

・調整池は多様な生き物が集まり四季を感じられるビオトープとする

【来訪者だけでなく市民の居場所となる施設、広場】

・大屋根や芝生広場、水盤など、伊那谷の自然と調和しながら、様々な 

イベントやコミュニティ活動など地域住民が活用できる広場とする

・高架下に店舗やライブラリーなどを設け、学生など地域住民の居場所 
とする

・施設を分棟配置とすることで、周辺と調和した施設規模にとすると 

ともに、個々の施設の更新や民間事業者との連携をしやすくし、 持

続可能な施設とする

・現存する建物や樹木などの一部を遺し、調和させて、地域の暮らしの

履歴を感じられる場とする

・防災備蓄倉庫を備え、高架下や大屋根など一時避難場所として機能する

芝生広場と水盤

北口エントランス広場

立体駐車場

南口乗降場と駐車スペース

北口交通広場

高架下空間

リニア駅のシンボルとなる大屋根

交流広場

魅力発信施設等

調整池

北口駐車場

フットパス

コミュニテイ広場

1 － 1



１.機能的でコンパクトな駅空間

基本的な考え方（自動車）

・交通量が多い周辺道路への影響を考慮し、交通の分散化（北口）と区画道路への集約（南口）により、周辺交通の

円滑化を図ります。 

 周辺道路の交通量が多い北口は、土曽川横断道路の整備により交通を分散させます。 

 東西道路（区画道路）が整備される南口は、出入口を交通量が少ない東西道路に集約します。

 迂回せずに到着できるよう、駐車場へのアクセス・満空情報を案内します。 

・広域へアクセスしやすい北口に交通広場、周辺へアクセスしやすい南口に日常利用に対応した乗降場を設けます。 

・交通広場と乗降場は、コンパクトで停車・発車がしやすい右回りのロータリー式とします。

・駐車場へは左折入場とし、対向交通との交錯防止を図ると伴に、場内道路の円滑化を図ります。

基本的な考え方（歩行者）

・訪れる全ての人にとって、わかりやすく、乗換えしやすい駅空間とします。 

インフォメーションや待合施設を備えた高架下空間を中心に、各施設を見渡せ、段差無くつながる空間構成と

し、キャノピーを設けることで雨に濡れずに移動できるようにします。<市民 WS・障害者団体ﾋｱﾘﾝｸﾞを反映>

 目的の乗場が判断しやすくなるよう、公共交通の乗降場を北口交通広場に集約します。<交通事業者ﾋｱﾘﾝｸﾞを反映>

・バリアフリーに対応したフットパスを設け、駅周辺と歩いてつながる動線を確保します。 

基本的な考え方（自転車）

・自転車は、迂回せずにアクセスできるよう、東西両側に駐輪場を設けます。 

交通量が多い北口交通の分散 

（駅へ向かう一方通行） 

自動車でのアクセス 

駐車場への動線 

交通広場と乗降場の動線 

駐車場の“満空”案内 

総合情報案内のイメージ 

至 座光寺ＰＡ スマートＩＣ

歩行者のバリアフリー動線 

乗換時に段差無くつながる空間 

自転車でのアクセス 

公共交通の乗降場の集約 

改札を起点に交通広場・乗降場・

駐車場へ段差無くつながる空間 

キャノピーによる天候バリアフリー 

至 飯田市中心市街地

乗換新駅や駅周辺へのつながる

バリアフリー動線 

- 21 



１.機能的でコンパクトな駅空間

基本的な考え方（交通広場 及び 乗降場）

・交通広場は、交通機能ごとに車両動線を分離し、乗降場における各種交通の交錯を防ぎます。

・公共交通の乗降場は、交通事業者の意見を踏まえ、以下の台数を確保します。 

 高速バス：2 台（北口）、観光バス：3 台（北口）、路線バス：1 台（北口） 

 タクシー：2 台（北口及び南口） 

・一般車の乗降場は、北口（福祉バース含め 5台）及び南口（福祉バース含め 4 台）で確保します。 

・観光シーズンの交通集中時に対応できる多目的空間を隣接地に確保します。 

・家族や荷物を持った旅行者が、並んで歩ける十分なスペースを確保します。 

道路空間の代替機能

・移動経路が絶たれた場合や、広場内で緊急の対応が必要な場合は、南北道路や土曽川横断道路の活用により、

周辺道路への移動経路や、緊急車両が近くまで乗入れられる経路を確保します。 

・南北道路は、交流広場を活用したイベントの開催時には、キッチンカー等の関係車両の通路としての活用も

可能となります。 

将来への可変性

・リニア開業後の交通手段や需要の変化に対応できる、可変性を備えた計画とします。 

 新たに必要となる自動運転車等の待機場や充電スタンドなどは、需要の変化に応じて乗降場に近い立体駐車

場や多目的空間が活用できます。 

 乗合モビリティの乗降場は、乗降スペースが確保された交通広場を活用できます。 

 広場内に人とモビリティが共存できる配車動線を確保することで、立体駐車場と連携し、短時間で配車・乗

車が行える新たな送迎ゾーンとして活用できます。

自動運転による人とモビリティの共存 

パーソナルモビリティ・小型モビリティの充実 

非常時の代替経路 

人とモビリティが共存できる配車動線を確保 

広場内で小型モビリティの乗降が可能 

多目的空間： 

開業時は、交通集中時の待機や、レン

タカー、カーシェア等の活用スペース。 

利便性を向上させるため、交通広場を

見通せる位置に配置。

乗合モビリティの動線のイメージ 

小型モビリティの動線のイメージ 

立体駐車場は自動バレーパーキ

ング（駐車、出庫を自動的に行う

駐車場）としての活用を検討 

多目的空間は地域を巡回する

乗合モビリティの待機場とし

て活用可能 

乗合モビリティの乗降は

開業時の交通広場を利用 

駐車場の需要が減った場合は

他用途への変更も可能 

将来の変化に対応した活用場所(案) 

将来の乗降場の位置(案) 

リニア長野県駅

リニア長野県駅

北口交通広場 

Ａ-Ａ断面 

南口乗降場 

Ｂ-Ｂ断面 

出典：EASYMILE HP

出典：Dijon Metropole Tourist Office HP
出典：RE・WORK HP

出典：経済産業省 HP

自動バレーパーキングのイメージ 

南北道路： 

普段はイベント開催時のキッチン

カー等の関係車両の通行に利用。

非常時は一般車の通行が可能 

土曽川横断道路： 

普段は駅へ向かう一方通行

の道路として利用。非常時は

両方向の通行が可能。 

自動運転による配車も検討 

自動運転による配車も検討 

1 - 3



S =1/150

1 - 4



２.信州・伊那谷らしさを感じられる駅空間 

基本的な考え方 

・飯田・下伊那地域には、約 2,300 種の植物が分布していることから、地域の樹種、草花によ
り、伊那谷の四季の景観を演出する植栽とします。 

・北側については、アルプスの山並みを背景とする「里山・森」をテーマとした植栽演出とし
ます。 

・南側については、飯田・下伊那地域の方々に身近な「里地里山」をテーマとした植栽演出と

します。 

駅南側の植栽

◆南口広場は、里地里山のイメージで常緑・落葉広葉樹等を中心に構成します。 

◆丘陵部の雑木林、農地、果樹園など周辺地域の里地里山を表出する樹種選定を行い、「テラス」と

一体的な植栽景観を演出します。 

外周植栽（北側）
・駅周辺の外郭を形成する植栽として、カラマツ、アカマツ

等の郷土種から選定し、連続的な景観を演出します。 

▲信州伊那梅園
出典：長野県宅地建物取引業協会 南支部

▲よこね田んぼ 出典：飯田市

外周植栽（南側）
・駅周辺の南側の外郭を形成する植栽として、里地・里山の

広葉樹等の郷土種から選定し、連続的な景観を演出しま
す。 

▲街路樹(札幌市) ▲りんご並木(飯田市)
出典：飯田市 HP

出典：札幌市 HP

駅北側の植栽

◆北口広場は、里山・森のイメージで常緑・落葉の針葉樹等を中心に構成します。 

◆外周の針葉樹並木と一体的に、円錐形状の針葉樹種など、遠景のアルプスの峰々との調和を演出

します。 

▲真鍋庭園(北海道帯広市) 出典：第一園芸 出典：北海道立総合研究機構▲ハルニレ

ポイント・シンボル植栽
・アイストップやランドマークなどの焦点となる位置について

は、ハナノキ、ヤマボウシ等の郷土種から存在感がある樹種を
植栽します。 

▲ハナノキ 出典：飯田市 HP 出典：緑化樹木ガイドブック▲ヤマボウシ 

フットパス植栽（アプローチ）
・駅とまちとを繋ぐフットパスの動線毎に、異なる樹種・

草花によって個性的な景観を演出します。 
・丘陵部の郷土種を選定し配置します。 

▲リンゴ並木(飯田市) 出典：飯田市

交流
広場 

ｺﾐｭﾆﾃｨ
広場 

テラス
・交流広場やコミュニティ広場等を中心としたエリアについて

は、飯田・下伊那地域の自然景観を壇状テラスのデザインと
して、人と自然の共生空間を演出します。 

▲菜の花・ムラサキハナナ・リナリア
出典：兵庫県 園芸公園協会

▲ハルニレテラス(長野県軽井沢町)
出典：朝日新聞

▲飯田市内の花々 
出典：飯田市 HP

▲飯田市内の里山 出典：飯田市

北 側

南 側

フットパス 

ポイント・シンボル植栽 

テラス 

交流
広場 
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３.自然との調和を目指した駅空間

基本的な考え方 

・再生可能・未利用エネルギーを活用し、信州・伊那谷らしさを感じることができるエネルギー供給の仕組みづく

りを行い、地域内経済循環を創りだすとともに、地域内モデルとしての普及も含め、 野県が取り組む RE100（注

の思想を体現し、環境モデル都市飯田の取組を地域内外に感じてもらえる駅空間となるよう、駅周辺地区内のゼ

ロエミッション化を目指します。 

・グリーンインフラ（自然の多様な機能を活用したインフラ）を積極的に用い、環境に優しい癒しの空間を創出し

つつ、防災機能、維持管理に優れる持続可能な駅空間とします。 

⑤エネルギーセンター
・地域の森林資源（木質チッ

プ又はペレット）等を活用
したエネルギーの域産域消
に取り組みます。 

・エネルギーの仕組み等を体
感できる展示スペース等を
確保します。 

③地域木材の活用（キャノピー、分棟建物） 
・地域内経済循環として、地域の木材を活用したキャノピーや省エネ

仕様の分棟建物（魅力発信施設）を配置します。 
・キャノピー上屋等には太陽光パネルを設置し、蓄電システム等によ

る再生可能エネルギーの導入を図ります。 

④水盤・井水等
・本地区が「   貫 路」の受益地であることから水を活かした修

景を施します。 
・風景を写し込む水盤は、伊那谷の美しい四季を伝えると伴に、夏は

子どもたちが水と触れあえる空間とします。 

⑥調整池 
・洪水調整の機能に加え、地域の多様な

生物・植物が生息でき、季節の変化が
感じることができる多機能な空間と
します。 

②レインガーデン（雨庭・雨花壇等） 
・植栽する場所やフットパス側部等に窪地等を

計画的に配置し、雨水流出の抑制、生物多様
性、夏季における気温低下等を提供する空間
とします。 

▲京都太秦キャンパスの枯山水 出典：京都学園大学 ▲レインガーデン 出典：ポートランド市資料

▲木質バイオマス発電
出典：VOLTER

▲エネルギー利用の紹介

出典：とよた Ecoful Town HP

▲柏の葉 アクアテラス(千葉県柏市)
出典：itot HP

①フットパス、舗装等
・地域の魅力ある資源と駅とを繋ぐフットパス

を計画的に配置します。 
・植栽、透水性・保水性舗装等による夏季の気

温低減を図ります。 

▲上小岩親水緑道 出典：江戸川区HP ▲透水性舗装 出典：(株)ヴェルデン・ウッド

①②

⑤ ③

④

⑥

⑥

①②

駅周辺地区における資源・エネルギー循環（イメージ）

▲森林(長野県)

▲スギの原木 出典：FAAVO

・市域の 84％が森林に囲まれている特性を活かしながら、林業等の

地域産業の活性化と、エネルギー自立に向けた「資源・エネルギー

循環」の仕組みづくりを展開します。 

注）ＲＥ100：「Renewable Energy 100％」の略称。事業運営に必要なエネルギーを 100%、再生可能エネルギーで賄うことを目標
とするもの。 

③
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出典 ：金沢市

④北口エントランス広場④北口エントランス広場

市民WS での要望があった、

南北を貫くフットパス

市民WS での要望があった、

南北を貫くフットパス

防災備蓄倉庫を設置防災備蓄倉庫を設置

⑤屋根下のイベントスペース⑤屋根下のイベントスペース

乗降者の待合スペース乗降者の待合スペース

③高架下スペース③高架下スペース

①芝生広場と水盤①芝生広場と水盤

②魅力発信施設等②魅力発信施設等

4. 地域と一体化した駅空間

市民WS での意見

■日常生活で便利に利用できる空間「信州 ・伊那谷らしい自然や風景」 を活かした空間イメージの具現化

大屋根と一体となった店舗等のスペース。

個々での建築の更新が可能な分棟配置とします。

日常的に日よけ、雨除けとなる屋根下空間は、

イベント時にはさまざまな市民活動の場をつくります。

⑤屋根下のイベントスペース

災害時の対応について

防災備蓄倉庫イメージ

①芝生広場と水盤

④北口エントランス広場③高架下スペース

②魅力発信施設等

地形を生かした芝生広場と水盤。水盤は四季の山々を写し込み、夏には子供達の

遊び場となります。芝生広場は大きなイベントも可能な緑のステージとなります。

地域の人が立ち寄り易い場所とし、来訪者にとっても、

乗換え新駅との接続が分かりやすいゲート空間とします。

待合施設やインフォメーション、ライブラリーなど

天候に左右されず集まることの出来る「みんなの居場所」とします。

■イベントや行事など地域住民がコミュニテイ活動の場としても活用できる空間 ■暮らしの履歴を感じられる空間

立体駐車場付近に防災備蓄倉

庫の設置を検討します。

また、キャノピーや高架下ス

ペースは、一時避難所として

機能します。

第３回までの市民 WS で、全体のデザインの方向性については概ねの賛同を得ました。

その上で、「良いと思うところ」「心配に思うところ」について意見をいただいたところ、

シーンのイメージに関する心配に思うところがいくつか挙がりました。

それを踏まえて第４回の市民 WS では、多くの方が心配されていた飯田らしさや、

広場の使われ方について、パースを用いて共有し概ねの賛同を得ました。

・ 屋根はこの駅の特徴になると思う

・ 緑が多い

・人のための道が配置されている

　( 歩くことが考えらている )

・ 小さな建物を分棟配置することで、

　周囲の景観に溶け込んでいる。

・ もともとの地形が生かされている

・水に触れられる

・車の利用者にとっても便利そう

・ イベントがない時に過ごす人が

　少なく寂しい印象にならないか

・バリアフリーの配慮

・飯田らしさを感じられるか

・乗換え新駅とのつながり

・日常時イベント時の使われ方

【良いと思うところ】【良いと思うところ】 【心配に思うところ】【心配に思うところ】 地域の方々がそこに暮らしてきた歴史に敬意を払い、現存する

建物 (蔵など )や樹木などの一部を遺し、新しい建物・植栽

と調和させて、地域の「暮らしの履歴」も感じられる空間と

します。

水盤芝生 緑地 コミュニティ広場 調整池エリア交流広場 南北道路

乗換新駅 (予定地 )
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１．目的と方針 

長期間かつ多くの関係者が絡むプロジェクトを適切に進めていくためには、計画・設計・施工に至る

様々な段階で、立ち戻ることのできる“計画の柱”をまとめておくことが重要です。 

そこで、基本設計と並行し、リニア駅前の考え方や目指す空間像を、地域の人々や多くの関係者・関

係機関と共有するための資料として、『（仮称）リニア駅前空間デザインノート』を作成します。 

本資料は、市民向けのパンフレットにもなり、また、関係機関や将来の設計者・施工者などへの説明

資料・意思伝達資料としての役割を担い、基本設計の概要版になるものです。そのため、模型写真やパ

ースなどビジュアルに配慮した資料に加え、できるだけ専門用語を用いない説明により、コンパクトで

ありながら、計画の考え方をきちんと伝えられる資料とします。 

また、内容については、市民ワークショップ・学識者専門委員会・リニア駅周辺整備デザイン会議で

の議論の内容や意見を反映し、市民との協働によるリニア駅前の計画をとりまとめたものとします。 

２．構成案 

３．「（１）リニア駅・駅前空間の考え方」について 

本デザインノートの根幹となるものであり、「これまでの整備コンセプト」と、「テーマ」、「設計にお

いて大切にすべきこと」で構成しています。 

検討にあたっては、リニア駅周辺整備基本構想（平成 27 年 6 月）に基づいて策定した「リニア駅

周辺整備基本計画（平成 29 年 6 月）」を踏まえています。また、市民ワークショップでの議論の成果

を盛り込んでいます。 

■（仮称）リニア駅前空間デザインノート検討の流れ【イメージ】

市民ワークショップ 

（１）リニア駅・駅前空間の考え方 

⇒地域やエリアの特徴や魅力も含め、テーマや設計の方針を記載【次頁参照】 

（２）駅前全体の空間デザイン 

⇒テーマや設計の方針を実現するために大切にすべきことを、駅前空間の全体イメージととも

に記載（今後、内容を検討） 

（３）設計において大切にすべきことと空間・活動イメージ 

⇒（2）で提示した、テーマや設計の方針を実現するために大切にすべき 5 つについて、それ

ぞれの空間イメージや活動イメージを記載（今後、内容を検討） 

（４）全体にかかる統一事項 

⇒舗装などの素材や色彩、植栽など、駅前全体で統一する要素についての考え方を記載（今後、

内容を検討） 

（５）魅力発信コンテンツのビジョン 

⇒駅前空間で発信するコンテンツ（サービス、体験など）の内容、対象者などの考え方を記載

（今後、内容を検討）

リニア駅周辺整備基本構想（平成 27 年 6 月） 

リニア駅周辺整備基本計画（平成 29 年 6 月） 

【リニア駅周辺整備区域の整備コンセプト】

①機能的でコンパクトな駅空間 

高度なトランジットハブの形成によりスムー

ズな乗換えを実現する

②信州･伊那谷らしさを感じられる駅空間 

来訪者へのおもてなしを実現する

③自然との調和を目指した駅空間 

豊かな自然環境に配慮し環境モデル都市

飯田を実現する

④地域と一体化した駅空間 

地域の一体化を実現する 

リニア駅周辺整備デザイン会議 （仮称）リニア駅前空間デザインノート 

デザインノートについて  

議論テーマ： 

リニア駅周辺整備のコンセプト」＋整備にあたって大切にしたいこと 

議論テーマ： 

リニア駅周辺の使い方・過ごし方＋コンセプト実現に向け大切にすべきこと 

第 2回ワークショップ（2018 年 5 月 16 日） 

第 1回ワークショップ（2018 年 2 月 21 日） 

議論テーマ： 

修正したリニア駅周辺空間の基本デザイン案の良いところ・心配なところ 

第 3回ワークショップ（2018 年 7 月 12 日） 

議論テーマ： 

ワークショップで作成した設計で大切にすべきことが、基本デザイン案に反

映されているか 

第 4回ワークショップ（2018 年 9 月 25 日） 

ワークショップとしてのリニア駅前周辺空間の基本デザイン案のとりまとめ 

議論テーマ：デザインノートについて（予定） 

第5回ワークショップ（2018年12月開催予定） 

2 - 1
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7 月 12 日に第 3 回目となる「リニア駅周辺整備ワークショップ」を開催しました。当日

は初参加の方、高校生を含む、総勢 26 名にご参加いただきました。 

今回は、第１回、第２回のワークショップを踏まえて修正した計画案を模型で提示し、

デザインがどのように変わったのかを確認しながら、さらに良い空間とするためにはどう

なると良いかをディスカッションしました。 

これまで２回のワークショップでは、整備にあたって大切にしたいこと、駅周辺空間の

使い方・過ごし方について意見交換を行い、基本的な考え方を整理してきました。 

今回と次回で行う計画案についての集中的な意見交換を通じて、ワークショップにおけ

るリニア駅周辺空間の概ねの計画をとりまとめていきます。 

●第３回リニア駅周辺整備ワークショップを開催しました！ 

リニア駅周辺整備 
ワークショップだより   vol.３ 

平成 30 年 7 月発行 

●これまでの経過とこれからの流れ 

開催実績 

 日  時 ： 平成 30 年 7 月 12 日（木） 

18：30 ～ 21：00 

 会  場 ： 飯田市役所 

参加者数 ： 26 名（初参加 4 名、高校生 4 名）

■計画案の説明を聞く様子 

◆リニア駅周辺整備のコンセプト 

◆整備にあたって大切にしたいこと

第1回ワークショップ（H30.2.21）

◆リニア駅周辺の使い方・過ごし方 

◆コンセプト実現に向けて大切にすべきこと

第２回ワークショップ（H30.5.16）

第３回ワークショップ（H30.7.12）※今回

◆修正した計画案について意見交換 

第４回ワークショップ（H30.９月予定）

◆第３回の意見交換を踏まえて再修正した計

画案について意見交換 

 リニア駅周辺空間の計画案 

デザインノート案（リニア駅・駅前空間

の考え方） 

計画案 

◆学識者専門委員会からのアドバイス 
◆関係機関との調整 

リニア駅周辺整備デザイン会議※

に検討結果を提示 

第5回ワークショップ（H30.12 月予定）

◆計画案のまとめ 

※リニア駅周辺整備デザイン会議 ： 「基本設計」の内容を検討するために学識経験者、駅計画地域の代表者、各種団

体の代表、行政機関等で組織された会議

計画案をベースにしながら、『良いと思うところ』『心配に思うところ』について、４つ

のグループに分かれて意見交換を行いました。 

●ワークショップで出された主な意見 

【良いと思うところ】 

日除け、雨除けになる屋根がある 

緑が多い 

人のための道が配置されている（歩くことが考えられている） 

店舗などの建物が複数あって楽しそう 

もともとの地形が生かされている 

水に触れられる 

車の利用者にとっても便利そう   など 

【心配に思うところ】 

駅に降り立ったときに飯田や信州らしさを感じられるか（果樹、

水引き、人形劇、獅子舞、水田などを表現できないか） 

イベントがない時に過ごす人が少なく寂しい印象にならないか

雪や暑さの対策は十分か 

バリアフリーの配慮は十分か 

屋根は管理が考慮されているか 

乗換え新駅はできるのか 

駅舎の構造はどうなるのか     など 

●今後の予定 

参加者募集について 

開催回ごとに参加者募集を行いますので、第

４回からの参加も歓迎します（開催回数は全５

回を予定しています）。 

あなたもリニア駅

周辺のあり方を一緒

に考えませんか？ 

第４回ワークショップの開催について 

 テーマ（予定）

第３回ワークショップの結果を踏ま

えて修正したリニア駅周辺空間の計画

案について 

 開催日時 

平成 30 年 9 月下旬 

（平日の夜を予定） 
詳細は市 HP や広報などでお知らせします。 

問い合わせ先 飯田市役所 リニア推進部 リニア整備課 

 ： 0265（22）4511 内線 3334   ： 0265（22）5371 

： linear-seibi@city.iida.nagano.jp 

■ワークショップの様子 

いただいたご意見を踏まえてブラッシュアップした計画案・模型を

第４回ワークショップで提示し、さらに議論を深めます。 

参1 - 1

参考資料１



9 月 25 日に第４回目となる「リニア駅周辺整備ワークショップ」を開催しました。当日

は初参加の方、高校生を含む、総勢 30 名にご参加いただきました。 

今回は、第３回ワークショップを踏まえてブラッシュアップした計画案をもとに、これ

まで３回にわたって議論をしてきた「大切にすべきこと」が反映されているのかを確認し

ました。 

意見交換では、「シンボルになりそうだ」「ワクワクするような空間となった」などの声

が上がり、検討が必要な部分はあるものの、全体的にはワークショップの成果として、み

なさんの賛同をいただきました。 

●第４回リニア駅周辺整備ワークショップを開催しました！ 

リニア駅周辺整備 
ワークショップだより   vol.４ 

平成 30 年 10 月発行 

●ワークショップで出された主な意見 

開催実績 

 日  時 ： 平成 30 年 9 月 25 日（火） 

18：30 ～ 21：00 

 会  場 ： 飯田市役所 

参加者数 ： 30 名（初参加 6 名、高校生 3 名）
■意見交換の様子 

１）アクセスやバリアフリーに優れた交通環境 

２）地域住民や来訪者の居場所となり、豊かな時間を過ごせる駅前空間 

３）伊那谷の風景に溶け込み、その魅力を引き出す駅前空間 

４）様々な人のつながりと、伊那谷全域へと誘い出すきっかけをつくる駅前空間 

５）時代を先取りし、変化に対応できる計画

良いと思う 検討が必要（希望・アイデアなど） 

・雨に濡れずに乗換えができる 

・大きな建物がなく、分棟になっている 

・公園の中に駅があるイメージ 

・歩きたくなる雰囲気がある 

・木の屋根によってリニア構造物が隠れる 

・屋根の材料として地域の間伐材を用いている 

・緑が多い（他の駅にはない） 

・水が活かされている 

・起伏のある地形を活かしている 

・木材利用による資源循環へのチャレンジ 

・将来を想定している         など 

・年間を通じた水の利用方法 

・落ち葉の使い方の工夫 

・花、果樹を活かす方法 

・地域の伝統的な建築の活用 

・地域の文化を見せる工夫 

・駅で完結せず、周辺地域へいざなう工夫 

・乗換え新駅へのアクセス方法 

・店舗などが継続される方法 

など 

皆様からのご意見（抜粋） 

これまでのワークショップを踏まえた「大切にすべきこと」 

※第 4回デザイン会議後に発行予定 

これまでの４回のワークショップの成果としてリニア駅周辺空間の計画案をまとめまし 

た。計画案の詳しい説明は飯田市ホーム

ページをご覧ください。 

●今後の予定 

第５回ワークショップの開催について 

 テーマ（予定）

計画案の考え方を整理したデザイン

ノートについて 

 開催日時 

平成 30 年 12 月中旬（平日の夜を予定） 

参加者募集について 

第５回が今年度の最終回となりますが、初め

ての方も参加いただけます。 

あなたもリニア駅周辺

のあり方を一緒に考えま

せんか？ 

詳細は市 HP や広報などでお知らせします。 

問い合わせ先 飯田市役所 リニア推進部 リニア整備課 

 ： 0265（22）4511 内線 3334   ： 0265（22）5371 

： linear-seibi@city.iida.nagano.jp 

●リニア駅周辺空間の計画案 

飯田市第４回リニア駅周辺整備デザイン会議 検索 

北口交通広場 フットパス 

立体駐車場 

北口駐車場 

高架下空間 

店舗スペース 

コミュニティ広場 調整池 

北口エントランス広場 

交流広場 

南口乗降場と駐車場 

芝生広場と水盤 

乗換新駅 

(予定地)

※本図は第 4 回ワークショップを踏まえて、検討中の図であり、決定したものではありません。 
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Ｈ30年度 スケジュール（案）

5月16日：第2回ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

5月30日：第6回学識者専門委員会

6月11日：第3回デザイン会議

9月25日：第4回ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

10月2日：第7回学識者専門委員会

10月16日：第4回デザイン会議

7月12日：第3回ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

2月中旬：第5回デザイン会議

12月20日予定：第5回ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

1月中旬：第8回学識者専門委員会

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

各種会議 議論内容 目標 設計作業等

3月予定：市民説明会

• 広場空間の使い方や過ごし方

• コンセプト実現に向け大切にす

べきこと＋全体の配置計画

• 広場空間のアイディア出し

• リニア駅・駅前空間の考え方

（案）の承認

• 全体の配置計画の決定

• WSを反映した駅前の利用イ

メージを踏まえて、修正した計

画案について議論

• 広域的な連携を活かした駅前

で提供できるコンテンツとは

• 使い方や過ごし方などを踏まえ、

修正した計画案の議論

• 魅力発信施設・高架下の具

体的なアイディア出し

• 駅前空間のデザインの方向

性の決定
駅前広場空間のブラッ

シュアップ検討

WSでの駅前コンテ

ンツや広場の使い

方を反映

駅前の利用イメー

ジを模型や平面図、

イメージなどで整理

→第4回WSで提示

第3・4回WSを踏まえ、

魅力発信施設の区

域検討

→学識委員会・デザ

イン会議で提示

• 駅前空間（南北広場・高架

下・魅力発信施設）の概ねの

基本設計検討案の決定

• 修正した基本設計案の確認

• 継続的な市民参加の取り組み

方法についての議論

• 計画案の決定

• 今後の市民参加の方法のア

イディア出し

• 来年度以降の進め方

12月2日予定 ：市民説明会（基本設計検討案の説明）

（仮称）リニア駅前空間デザインノート構成（案）

（1）リニア駅・駅前空間の考え方

（2）駅前全体の空間デザイン

（3）空間・活用イメージ

（4）全体にかかる統一事項

（5）魅力発信コンテンツのビジョン

・デザインノートコンテンツ

→市民説明会

・駅前広場空間のブラッシュアップ検討

→ 第5回WSで提示

概ねの基本設計検討案の決定

基本設計案の決定・デザインノート完成

1/500程度の模型を用

いた駅前広場の空間デ

ザインの検討

土地の履歴の継

承・WSの広場の使

い方を反映

→第3回WSで提示

配置計画を踏まえ、

道路・交通広場・駐

車場などの検討

→学識委員会・デザ

イン会議で提示

その後、継続して検

討、関係機関協議

（都市計画決定）

都市計画審議会

決定告示

県等関係機関協議

・

パブリックコメント

・

縦覧
1１月2１日予定 ：民間事業者との意見交換会（魅力発信施設等のつかい方）
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■第３回リニア駅周辺整備デザイン会議における意見対応 

項目 主なご意見（当日の課題） 取組方針 

長野・伊那谷・

飯田としての

魅力 

・ 魅力の定義を明確にすることも重要である。

知事は「長野県の南の玄関口」、「長野県の

玄関口」になり、この玄関口から伊那谷、長野

県全体に広げていかなければならないと言っ

ている。長野県としての位置づけも説明して

いくということを念頭に置く必要がある。 

・市民ワークショップにおける意見等も含めて、県

産の木材を用いて、日本の伝統技術を活かした

大屋根が「森」のように南北に広く展開し、長野

県駅のシンボルとしての風景をつくるよう設計プ

ランを検討しています。 

・屋根下の空間は、伊那谷全体の様々な市民等

の活動を可能とする「舞台」となるよう配置検討し

ています。 

・構造は、一般的な流通木材を用いることで、林

業サイクルと連携した資源循環型のメンテンナス

や維持管理を可能とするよう検討しています。 

・ 飯田のための駅ではなく、伊那谷全体の駅と

なる。伊那谷全体への説明をどのように行

い、理解を得ていくのかが心配である。 

・ 意見として挙げられたことを総花的に反映す

るのではなく、飯田の特色が出るような特徴的

なソフトが展開される空間としていただきた

い。特徴がないと通過されてしまうのではない

かと心配している。 

地域と連携

した 

広場空間 

・ 交流広場とコミュニティ広場が一体になってい

るが、コミュニティ広場は、分断される地区の

コミュニティの維持に役立てるため、存在感の

ある広場にしていただきたい。この点につい

ては、地域と協議をしながら検討を進めてい

ただきたい。 

・魅力ある広場空間に向けて、地域住民や民間

事業者等による活用方策を検討していきます。 

・ 交流広場は良いと思う。オンリーワンの空間を

目指してほしい。 

・ 土地を提供する人たちに配慮しながら今後も

検討を進めていただきたい。 

バリアフリー

等への配慮 

・ 雪や風の対策により、濡れず、滑らず乗り換

えられるようにしていただきたい。 

・高架下空間については、南北の連続性を確保し

つつ、空調設備を備えた分棟型の建築物を計

画的に配置し、暑さ・寒さ対策を検討していま

す。 

・南北に大屋根を配置し、雨、雪等に対応した天

候バリアフリーの空間創出を検討しています。 

・高架下空間を中心として、デジタルサイネージ・

多言語案内等による外国人を含めたインフォメ

ーションを検討しています。 

・ 空間のイメージに対する共通認識が図られて

いないことが心配である。例えば、広場と駅舎

の境界に仕切りができるかどうかで、高架下

の利用や暑さ・寒さ対策の方法も変わってく

る。 

・ お客様目線のサービス（雨・雪への対応等）

が重要と考える。 

・ 季節を問わず来訪者に「良い環境」と思って

いただける駅とする必要がある。外から訪れる

人にとっては、冬は寒いという印象が強いた

め、乗換え動線上での冬場の対応策を考え

ていただきたい。 

・ 外国人への対応を考慮したユニバーサルデ

ザインとしていただきたい。 

必要となる 

交通機能 

・ トランジット機能と交流機能の両立について、

広場に議論が片寄っている印象である。にぎ

わい交流機能が具体化していないため、交通

との両立の議論が進まないと感じた。 

・市民ワークショップを通じた広場の議論と、バス

等の交通事業者へのヒアリング結果を踏まえた

設計プランの検討を進めています。 

・乗換新駅の設置に向けて、継続的に南信州広

域連合、ＪＲ東海等と協議を進めていきます。 ・ 乗換新駅まで信号無しで行ける専用のルート

ができると良いと考える。 

項目 主なご意見（当日の課題） 取組方針 

駅周辺 

の利活用 

・ 何を求めて、何をするかということに対する共

通認識が図られていないため、フィロソフィー

が重要と感じた。 

・今後、駅周辺区域で提供するコンテンツについ

ては、利便性や魅力的な空間に向けて重要な

要素となります。そのため、民間事業者との意見

交換会を行い、将来の施設運営事業者や提供

可能なコンテンツの具体検討を進める予定で

す。 

・ この駅のコンセプト（誰のために、何のために

この広場があり、どう使われていくのか）を共

有することが重要である。また、コンテンツが

明らかになっていないこともイメージを共有で

きていない要因なのではないかと考える。 

駅周辺の 

景観 

・ 南北どちらが駅の顔なのかが分からない。北

側を顔とするのであれば、景観はつくられたも

のか、立体駐車場の位置や高さはどうなるの

かが気になる。南側には「これがあるから来

る」というものができるとよい。 

・駅の北側、南側を繋ぐ木格子の大屋根を配置

し、南北それぞれの景観づくりを検討していま

す。 

・立体駐車場については、２Ｆ（屋上有）として検

討をしています。 

・駅周辺の景観づくりについては、別途、都市計

画法の地区計画制度等を活用し、景観形成を

図る予定です。 

・ 来訪者の視点に立つと、リニア駅周辺の景観

を良くするだけでなく、ごみ、看板等の景観向

上の取組みを伊那谷全体、長野県全体に広

げる必要があると考える。 

土曽川 

横断道路 

・ 土曽川横断道路はイメージの検討が先行して

いるが、技術的な検討も要すため、飯田建設

事務所と協議、調整を進め、安全面も不安が

無いような施設としていただきたい。 

・第 3 回デザイン会議以降、土曽川横断道路等に

ついて関係行政機関と協議をしています。今後

も施設整備の実現に向けて協議を行う予定で

す。 

※学識者からの意見については、別途、学識者専門会議、個別協議にて実施していますので省略しています。 
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第３回リニア駅周辺整備デザイン会議以降の経過報告 第３回デザイン会議以降の関係機関協議等の状況 

関係機関 実施日 調整事項 結果概要 

ＪＲ東海 

6 月 19 日 

7 月 27 日 

9 月 21 日 

○高架下空間の範囲につい

て 

○常時、車両通行が可能な

高架下接続道路について 

○荷捌きスペースの位置に

ついて 

○高架柱スパンについて 

・ＪＲより飯田市が利用可能な高架下の範囲を

提示。 

・常時、車両通行が可能な北口駐車場と南口駐

車場を高架下で接続する道路の整備の可能

性について協議し、困難との回答。 

・乗降場の利用に支障がない位置に荷捌きスペ

ースの配置が可能か協議し、概ねの方向性を

確認。 

・高架下利用可能範囲において高架柱スパンの

拡大が可能か協議し、リニアの構造上の制約

が大きく困難と回答。 

長野県 

都市・まちづくり課 
6 月 25 日 

7 月 26 日 

○都市計画決定 

○都市再生整備計画 

・交通広場については、東西道路に付帯する施

設として決定を行う方針。 

・都市再生整備計画で検討する方針。 

長野県 

飯田建設事務所 
7 月 11 日 

9 月 13 日 

○土曽川横断道路について 

〇分棟型の魅力発信施設に

ついて 

・計画に対して協議、了承。引き続きの協議と

して、国道 153 号との調整及び土曽川の流下

能力の確認等。 

・道路法と建築基準法等の整理のなかで、適用

制度の継続協議を確認。 

交通事業者 

・アップルキャブ 

・アルピコ交通㈱ 

・㈲飯田タクシー 

・伊那バス㈱ 

・信南交通㈱ 

8 月 2 日 

8 月 8 日 

9 月 6 日 

○乗降場について 

○待機場について 

○待合所、乗車券売場につ

いて 

○改札からの乗換について 

〇今後の二次交通について 

・乗降場の台数は計画台数で了承。バスは北口

に集約した方が判り易いとの要望。 

・多目的空間の位置は計画位置で了承。将来の

需要が未知数のため、多目的空間を利用でき

る計画が希望。バスは、観光バスの乗降場を

含めて 6～10 台必要で、観光シーズンに集中

した場合は多目的空間を活用して運行する

ことは可能。 

・待合所は共用とし、乗車券売場とともに高架

下空間に配置する計画で了承。 

・県道市場桜町線とコンコースの高さの関係か

ら、北口交通広場を東端に配置する計画で了

承。改札から乗降場までは段差が無い整備を

希望。 

・現在の路線バスの運行を継続していくことは

全国的に難しい状況となっており、リニア開

業時に路線バスという形態が基本インフラ

として現状をベースに考えるのは難しい。新

たな枠組みで二次交通の検討が必要。 

井水管理組合 10 月 12 日 〇用水の利活用について ・駅周辺整備区域内に、井水を活用した空間整

備を行う方針を確認。 

・維持管理方法については、継続協議が必要。

交通事業者へのヒンリング・・・詳細は右ページに記載 

・アップルキャブ、アルピコ交通、飯田タクシー、伊那バス、信南交通 

※50 音順 

【主な意見・課題等】 

①長野・伊那谷・飯田としての魅力表現が必要 ②地域と連携した広場空間が必要 

③バリアフリー等への配慮が必要       ④必要となる交通機能の確認が必要 

⑤駅周辺の利活用の具体化が必要       ⑥駅周辺の景観形成が必要 等 

第３～４回リニア駅周辺整備に関する市民ワークショップ 

・第 3 回：設計プランに対する良いと思うところ、心配に思うところ 

・第 4 回：修正プランに対する意見、アイデア 

実施日：7/12、9/25 

学識者との個別協議等【7/5～10/1 まで適宜実施】 

・小澤委員長 ［設計プラン、環境エネルギー］ 

・北川原委員 ［設計プラン、デザイン］ 

・大西委員  ［市民参画、官民連携］ 

・鈴木委員  ［交通計画］ 

・上原委員  ［ランドスケープ、グリーンインフラ］ 

関係機関協議（主な協議・調整事項）・・・詳細は右ページに記載 

・JR 東海（南北道路、高架下空間） 

・長野県都市・まちづくり課（都市計画決定、交付金等） 

・長野県飯田建設事務所（土曽川横断道路、調整池、建築計画） 

・井水管理組合（用水の利活用）                など 

第３回リニア駅周辺整備デザイン会議（6/11 開催）

第４回リニア駅周辺整備デザイン会議（10/16）

各
視
点
か
ら
見
た
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

第７回学識者専門委員会（10/2） 

・基本設計プランについて 

・デザインノートについて

参3 - 1

参考資料３



『リニア駅周辺整備における各種施設での事業に

関する意見交換会』を開催します！

飯田市では、リニア駅（飯田市上郷飯沼）周辺区域への設置を検討している各種施設につい

て、この施設等を活用し事業を行いたい方を対象として意見を伺い、官民連携の導入可能性及

び導入手法、施設整備方針等（以下「導入可能性等」という。）について検討を進めるため、

駅周辺整備の検討状況をご説明するとともに、民間事業者の皆さんのご意見やアイディアをお

聞きする意見交換会を開催します。以下及び別紙のご説明をご覧の上、是非ご参加ください。

■日 時： 平成30年11月21日（水曜日） 13：30 16：30（予定）

■場 所： 飯田市役所 Ｃ棟３階 Ｃ311~313号会議室
■対象者：リニア駅周辺の各種施設を活用した事業への参画に関心・意欲のある民間事業者

または民間事業者のグループ
（飲食、物販、エネルギー、農林業、アウトドア、地域・情報サービス等）

（１事業者５名以内）

■内 容： (1) リニア駅周辺整備検討状況の説明（設計チーム）

(2) 参加者からのご意見・アイデアの発表（１事業者5 10分程度）

※参加者数により時間を調整します。

※参加にあたり資料の準備（事前提出）をお願いします。（下記「注意事項」参照）

(3) 全体での意見交換

■申込方法：参加申込書をEメール又はFAXで飯田市リニア整備課まで提出してください。

■申込期間：平成30年10月16日（火） 11月12日（月）17：00まで

■注意事項：(1) 申込みに際しては、次ページの「ご説明」をお読みください。
(2) 発表内容は、①リニア駅での事業化アイディアの提案、②リニア駅のビジョン提案

（駅周辺とまちとのつながり、来訪者や地元の方がどのようなサービスを求めているか等）
のどちらかまたは両方としてください。

(3) 発表の趣旨を簡潔にまとめた資料（様式自由）を２日前までに提出してくださ
い。（スライド使用も可）

(4) 内容のうち、 参加者からの発表、 全体での意見交換については非公開とし

ますが、意見交換会の概要については飯田市ホームページ等で公表を予定してい

ます（事業者名は非公開）。

(5) 意見交換会には、学識者、本市委託業務『リニア駅周辺整備基本設計業務』の

受託者による設計チームが同席する予定です。

(6) 意見交換会への参加に要する費用は、参加事業者のご負担となります。

■お申込み・お問合せ先：

飯田市 リニア推進部 リニア整備課 勝岡、木下

TEL：0265-22-4511 内線3334 FAX:0265-22-5371

E-mail：linear-seibi@city.iida.nagano.jp

事業者のアイディア

・こんなことができたら
いいな！

・こんなことができそう！
・こんな方法がある！
・よし、任せとけ  ！

課 題

・魅力的な駅前にするためにほ
しい施設やサービスは？

・民間のノウハウや活力を活か
して質の高いサービスを提供
できる仕組みは？

飯田市 リニア推進部

＋

特色ある魅力的な駅前空間
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今回の意見交換会の趣旨について

◆この意見交換会は、官民連携の導入可能性等の検討を今後進めていく皮切りとして、民間
事業者の皆さんにリニア駅周辺区域整備の検討状況をご説明するとともに、リニア駅周辺
区域に設置予定の各種施設を活用した事業のアイディアや駅周辺にどんな施設やサービス
が求められるかなどのご意見をお聞きするものです。

◆下記の説明をご覧いただいた上で、皆さんのアイディア、ご意見をお聞かせください。

１ 飯田市の検討経緯

●飯田市では、リニア中央新幹線（2027年開業予定）の長野県駅（以下「リニア駅」とい
う。）の設置に向けて、リニア駅周辺区域の整備の検討を進めています。

■「リニア駅周辺整備基本構想」（平成27年（2015年）6月策定）

https://www.city.iida.lg.jp/site/iida-linear/linearkoso.html

＜４つの基本方針＞
①来訪者の移動を支援する“高度なトランジットハブ"を形成する
②駅勢圏の拡大に向け、交通アクセス及びネットワークの強化を進める
③信州・伊那谷らしさを感じられる景観づくりを進める
④信州・伊那谷ブランドを強化し、発信する

■「リニア駅周辺整備基本計画」（平成29年（2017年）6月策定）

https://www.city.iida.lg.jp/site/iida-linear/linearkeikaku11.html

＜駅周辺の４つの整備コンセプト＞
①機能的でコンパクトな駅空間

～ 高度なトランジットハブの形成によりスムーズな乗換えを実現する ～
②信州・伊那谷らしさを感じられる駅空間

～ 来訪者へのおもてなしを実現する ～
③自然との調和を目指した駅空間

～ 豊かな自然環境に配慮し環境モデル都市飯田を実現する ～
④地域と一体化した駅空間

～ 地域の一体化を実現する ～

＜整備区域内の主な施設＞
①交通施設：○交通広場 ○パーク＆ライド駐車場
②交流施設：○魅力発信施設 ○高架下空間 ○交流広場 ○コミュニティ広場

※各施設の整備方針は、別紙１「リニア駅周辺整備基本計画における各種施設の
整備方針」を参照してください。

＜今後の整備の進め方＞
『リニア駅周辺整備の事業実施の進め方や役割分担については、将来的な施設の運
営・管理も含めて、民間活力の導入を視野に入れて検討を行います。
なお、今後の事業手法として、施設ごとに公募型プロポーザル方式やPPP（パブリッ

ク・プライベート・パートナーシップ：公民連携）方式などの導入の検討も行いなが
ら進めていきます。』

ご 説 明
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２ 事業手法に係る基本的事項

■リニア駅において民間活力を導入する場合の対象施設（想定候補）

①パーク＆ライド駐車場 ②魅力発信施設 ③高架下空間 ④交流広場

■現在、「リニア駅周辺整備基本設計」の平成30年度の策定に向けて検討しています。

＜現時点（10/16）での計画案＞

■リニア駅における事業手法の検討・導入に係る工程（概略案）

※現時点での想定であり、実際の時期や内容と異なることがあります。

事業方法等の検討

民間事業者からの
意見・アイデアの聴取

（意見交換会等）

事
業
手
法
・
方
式
の
選
定

事
業
の
枠
組
み
の
構
築

事
業
者
の
選
定

事
業
の
推
進(

計
画
・
設
計
・
建
設)

管
理
・
運
営

2018（H30）年度

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

開
業

2027年

※官民連携の場合の想定スケジュールの一案

2019（H31）年度以降

・直営方式
・指定管理者制度

・公設民営方式
・PFI方式
・民営事業 など
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